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１　
震
災
に
よ
る
住
民
組
織

　

ま
ず
は
、
田
老
地
区
に
お
い
て
震
災
後
に
結
成
さ
れ
た
住
民
組
織
を
概
観
す

る
。
田
老
地
区
で
は
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
24
の
住
民
組
織
が
立
ち

上
が
っ
た
（
表
１
）。
商
業
関
連
の
組
織
が
１
組
織
、
宮
古
市
主
催
の
検
討
会
が
１

組
織
、
仮
設
自
治
会
が
２
組
織
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
な
ど
に

関
連
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
が
８
組
織
、
趣
味
や
健
康
維
持
な
ど
の
自
主
サ
ー
ク
ル

が
11
組
織
で
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織
は
、
復
興
過
程
が
進
む
に
つ
れ
て
再
編
や
変

容
、
消
滅
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
宮
古
市
主
催
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
支
援
を
得
て
住
民
主
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
へ
と
再
編
さ
れ
た
。
ま
た
、「
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
会
」
の
一
部
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
「
あ
み
の
会
」
は
結
成
さ
れ
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、「
あ
み

の
会
」
は
一
部
の
メ
ン
バ
ー
が
脱
退
し
、「
ひ
よ
こ
の
会
」
と
な
っ
た
。

【
仮
設
商
店
街
：
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
協
同
組
合
】

　
宮
古
市
と
宮
古
市
商
工
会
議
所
か
ら
店
舗
再
開
の
打
診
が
あ
り
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
に
仮
設
共
同
店
舗
の
設
置
を
申
請
し
た
。
２
０
１
１
年
５
月
に
テ
ン

ト
営
業
を
開
始
し
、
８
月
に
「
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
協
同
組
合
」
を
設
立
、
９
月

に
は
仮
設
商
店
街
の
営
業
を
開
始
し
た
。

【
仮
設
自
治
会
】

　
表
２
は
、
田
老
地
区
に
建
設
さ
れ
た
仮
設
団
地
の
一
覧
で
あ
る
。
田
老
地
区
に

お
け
る
仮
設
自
治
会
は
２
か
所
で
立
ち
上
が
っ
た
。
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
、
社
協
）
は
各
仮
設
団
地
に
お
い
て
住
民
活
動
が
活
発
化
す
る
よ
う
に
仮
設
自

治
会
の
結
成
を
働
き
か
け
た
。
平
成
23
年
７
月
以
降
、
仮
設
住
宅
の
入
居
に
伴
う

説
明
会
に
お
い
て
、
仮
設
自
治
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説

明
し
て
ま
わ
っ
た
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
担
当
者
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

第
２
部　
防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

第
４
章　
田
老
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り

　
　
～
復
興
過
程
に
お
け
る
被
災
者
の
つ
な
が
り
の
諸
相

女
性
の
自
主
サ
ー
ク
ル
を
事
例
に
～

佐
藤
悦
子
、
南　
正
昭
、
添
田
文
子

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
被
災
者
た
ち
は
多
く
の
も
の
を
失
っ
た
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
町
並
み
や
住
み
慣
れ
た
住
家
、
築
き
上
げ
て
き
た
財
産
、

大
切
な
人
た
ち
な
ど
目
に
見
え
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、震
災
に
よ
っ

て
一
変
し
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
町
並
み
や
モ
ノ
な
ど
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
人
々
の
つ
な
が
り
な
ど
目
に
見
え
な
い
も
の
に
も
大
き
な

変
化
を
与
え
た
。
住
家
を
失
っ
た
人
と
失
わ
な
か
っ
た
人
と
の
間
に
は
軋
轢
が
あ

る
し
、「
震
災
後
、
こ
れ
ま
で
親
し
か
っ
た
友
人
・
知
人
か
ら
心
無
い
こ
と
を
言
わ

れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
語
り
は
被
災
地
の
調
査
で
よ
く
耳
に
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
震
災
直
後
か
ら
、
被
災
地
の
復
興
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
が
必
要

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
被
災
者
の
生
活
再
建
が
急
速
に
進
む
一
方
で
、

被
災
地
に
お
い
て
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
形
成
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
26
年
度
の
復
興
支
援
の
柱
を
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
」
へ
と
移
行
し
、
生

活
支
援
員
の
廃
止
と
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
復
興
過
程
に
お
い
て
被
災
者
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
再
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
宮
古
市
に
お
い
て
も
震
災
直

後
の
避
難
所
に
お
け
る
共
同
生
活
集
団
、
仮
設
自
治
会
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
つ
い
て
住
民
が
議
論
す
る
検
討
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
自
主

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、「
支
援
」
に
よ
る
住
民
の
組
織

化
に
着
目
し
、
女
性
た
ち
の
自
主
サ
ー
ク
ル
を
巡
る
関
係
性
や
実
践
に
つ
い
て
述

べ
る
。

田老におけるコミュニティのつながり
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表 1　田老地区における震災後の住民組織

No グループ名 主体者 活動開始日 活動場所 種類 活動内容

1 たろちゃんハウス協同組合 住民 2011年8月 事務所：たろちゃん
ハウス 商業 仮設共同店舗の管理運営

2
田老防浪（ぼうろう）堤夢灯
り実行委／田老夢あかりを
灯す実行委員会

住民
2011年〜
2014年

仮設団地→民家など コミュニティ 田老夢あかりを灯す活動

3 NPO立ち上がるぞ ! 宮古
市田老 住民 2011年11月 事務所：被災地区 コミュニティ 復興まちづくり、防災教育、

地域活性化などの支援

4 ハンモックの会 支援者
／住民 2012年1月 仮設集会所など 趣味 ハンモック製作

5 ゆいとりの会 住民 2011年 避難所→仮設集会所
→たろちゃんハウス 趣味 小物・鞄等の製作・販売

6 ひまわりの会 住民 2011年11月 仮設集会所 趣味 クラフト作品等の製作

7 シルバーテニスの会 住民 2011年11月 仮設集会所 趣味 クラフト作品の製作

8 田老さをり織り会 住民 2011年11月 被災地区・民家 趣味 さをり織り

9 田老２仮設自治会 住民 2011年11月 仮設団地 コミュニティ

10 田老元気なまちづくりプロ
ジェクト実行委員会（NGO） 住民 2011年12月 仮設団地 コミュニティ 地元新聞の発行、人材育

成などの支援など

11 うましか 住民 2012年1月 仮設団地 コミュニティ 各団体との調整、パソコン
教室や料理教室開催など

12 あみの会 住民 2012年4月 仮設集会所 趣味 PPバンドやクラフト作品
の製作

13 田老地区復興まちづくり協
議会

住民／
支援者 2012年6月 仮設集会所（会議） コミュニティ 復興まちづくりの検討・

提言、イベント開催

14 テニスコート自由広場 住民 2012年9月 仮設集会所 趣味 体操

15 鯉のぼりの会 住民 2012年 仮設団地 コミュニティ サケ幟販売、ふるさと学
習会開催など

16 書道教室（グループ名はな
い） 住民 2013年2月 サポートセンター 趣味 ペン習字

17 海と森のサロン（さをりの
会） 住民 2013年3月 たろちゃんハウス

店舗 趣味 さをり織り

18 おらほの男の居場所 支援者 2013年7月 グリーンピア施設 コミュニティ 麻雀や将棋など場を提供

19 田老３仮設自治会 住民 2013年11月 仮設団地 コミュニティ 月数回の茶話会。呼びかけ
（河北新報 14年6月付）

20 蕎麦グループ 住民 2014年6月 被災地区 コミュニティ まちづくりとしての蕎麦
栽培・販売

21 ひよこの会 住民 2014年11月 仮設集会所 趣味 クラフト作品の製作

防災とコミュニティ
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行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
鮭
の
ぼ
り
の
会
」
は
、
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
田
老
で

有
名
な
鮭
を
か
た
ど
っ
た
鮭
の
ぼ
り
を
空
に
泳
が
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

【
趣
味
・
自
主
サ
ー
ク
ル
】

　
自
主
サ
ー
ク
ル
の
多
く
は
、
仮
設
団
地
で
形
成
さ
れ
、
仮
設
集
会
所
で
活
動
し

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
女
性
た
ち
が
手
し
ご
と
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
手
し
ご
と
以
外
の

他
の
自
主
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
自
由
広
場
」
で
は
、

仮
設
団
地
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
対
象
に
健
康
維
持
の
た
め
指
導
者
を
招
い
て
体
操

を
行
っ
て
い
る
。
書
道
教
室
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
仮
設
団
地
の
男
性
住

民
が
女
性
住
民
２
人
に
書
道
を
教
え
て
い
る
。「
お
ら
ほ
の
男
の
居
場
所
」
は
、
支

援
団
体
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
男
性
た
ち
の
娯
楽
の
場
と
な
っ
た
。

２　
田
老
地
区
に
お
け
る
手
し
ご
と
サ
ー
ク
ル

　
震
災
後
、
筆
者
が
現
在
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
田
老
地
区
で

10
グ
ル
ー
プ
が
、
女
性
の
み
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
手
し
ご
と
を
実
践
し
て

　
「
宮
古
社
協
が
一
番
力
を
入
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
が
、
自
治
会
の

立
ち
上
げ
の
支
援
。
仮
設
住
宅
住
民
が
入
居
し
た
こ
ろ
に
、
社
協
の
役
割
や
自
治

会
の
立
ち
上
げ
な
ど
説
明
会
を
夜
を
中
心
に
市
職
員
と
開
い
て
い
っ
た
。
賛
同
す

る
地
区
も
あ
れ
ば
、
仮
の
住
ま
い
な
の
で
要
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
地
区
も
あ
っ
た
。

　
小
規
模
な
仮
設
団
地
や
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
材
が
い
な
い
場
合
は
、
既
存
の
自
治

会
に
入
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
23
年
度
、
24
年
度
で
自
治
会
が
今
の
よ
う
に
立
ち
上

が
っ
た
。
自
治
会
が
立
ち
上
が
ら
な
い
仮
設
団
地
で
は
、
サ
ロ
ン
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
含
め
た
社
協
と
の
連
絡
係
を
選
出
し
て
も

ら
っ
た
」

　
こ
う
し
て
、
62
か
所
の
仮
設
団
地
の
う
ち
18
か
所
で
仮
設
自
治
会
を
立
ち
上
げ
、

14
か
所
が
既
存
自
治
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仮
設
自
治
会
を
立
ち
上
げ

た
18
か
所
の
う
ち
、
27
年
９
月
末
時
点
で
５
か
所
が
解
散
し
て
い
る
。
田
老
地
区

で
は
、
６
か
所
の
仮
設
団
地
の
う
ち
２
か
所
で
仮
設
自
治
会
が
形
成
さ
れ
た
。
田

老
２
仮
設
自
治
会
で
は
、
震
災
前
、
大
平
地
区
に
居
住
し
て
い
た
住
民
が
多
く
、

大
平
地
区
自
治
会
で
副
会
長
を
務
め
て
い
た
男
性
が
自
治
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

田
老
３
仮
設
自
治
会
で
は
、
乙
部
地
区
に
居
住
し
て
い
た
住
民
が
多
く
、
社
協
の

理
事
長
を
務
め
る
地
元
有
力
者
が
自
治
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

【
ま
ち
づ
く
り
関
連
団
体
】

　
震
災
後
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
の
市
民
団
体
が
発
足
し
た
。
こ
う
し
た
団
体
は
、
外
部
支
援
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
復
興
ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
」
は
、
震
災
・
復
興
の
記
録
や
避

難
路
の
検
討
、
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
に
至
る
ま
で
行
っ
た
。
一
方
、
ま
ち
づ
く
り

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み
に
従
事
す

る
団
体
も
あ
る
。
田
老
防
浪
（
ぼ
う
ろ
う
）
堤
夢
灯
り
実
行
委
員
会
／
田
老
夢
あ

か
り
を
灯
す
実
行
委
員
会
は
、
田
老
地
区
で
長
年
夢
明
か
り
を
製
作
し
て
い
る
女

性
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
補
助
金
な
ど
の
支
援
を
得
て
、
８
月
11
日
の
花
火
大

会
開
催
に
合
わ
せ
て
被
災
地
区
で
夢
明
か
り
を
灯
す
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、「
蕎

麦
グ
ル
ー
プ
」
は
被
災
地
区
で
蕎
麦
の
実
栽
培
を
行
い
、
手
打
ち
そ
ば
の
販
売
を

団地名 戸数  集会所／
 談話室 自治会

摂待仮設団地 7 × ×

田老１仮設団地 248 ○ ×

田老２仮設団地 37 ○ ○

田老３仮設団地 122 ○ ○

樫内１仮設団地 35 ○ ×

樫内２仮設団地 33 × ×

表2　田老地区仮設団地

田老におけるコミュニティのつながり
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い
る
（
表
３
）。
本
節
で
は
、
田
老
地
区
に
お
け
る
女
性
の
手
し
ご
と
サ
ー
ク
ル
に

つ
い
て
概
観
す
る
。

【
活
動
内
容
】

　
自
主
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
で
あ
る
。
和
布
で
手
芸
品
を
製
作
・

販
売
し
て
い
る
自
主
サ
ー
ク
ル
や
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
籠
や
小
物
を
制
作
し
て
い
る

自
主
サ
ー
ク
ル
、
日
本
で
１
９
７
０
年
代
に
生
ま
れ
た
現
代
手
織
り
の
さ
を
り
織

り
を
行
う
自
主
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
。Gr
１
の
よ
う
に
活
動
開
始
時
に
は
手
芸
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
籠
造
り
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
活

動
内
容
が
複
数
あ
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
手
し
ご
と
サ
ー
ク

ル
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
さ
を
り
織
り
：
任
意
団
体
「
ツ
ナ
ミ
ク
ラ
フ
ト
」
が
さ
を
り
織
り
を
通
し
た
心

の
ケ
ア
や
副
収
入
づ
く
り
を
目
指
し
た
被
災
地
支
援
が
行
わ
れ
た
。
２
０
１
１
年

10
月
に
宮
古
市
の
自
営
業
者
や
若
者
就
労
支
援
施
設
の
協
力
を
得
て
「
三
陸
さ
を

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開
始
さ
れ
、第
１
回
の
さ
を
り
織
り
体
験
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、全
国
的
な
さ
を
り
織
り
組
織
も
会
員
に
被
災
地
で
支
援
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
呼
び
か
け
、
震
災
後
に
被
災
地
支
援
に
乗
り
出
し
た
。
例
え
ば
、
滝

沢
市
の
さ
を
り
織
り
工
房
「
布
糸
灯
園
」
は
、
２
０
１
１
年
10
月
に
当
時
津
波
で

浸
水
し
た
も
の
の
流
出
を
免
れ
た
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
じ
め
て

さ
を
り
織
り
の
指
導
を
行
っ
た
。
宮
古
市
と
そ
の
周
辺
だ
け
で
約
10
か
所
の
自
主

サ
ー
ク
ル
が
形
成
さ
れ
た
。

　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
：
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
に
よ
る
籠
作
り
や
小
物
づ
く
り
を
行
う
自
主

サ
ー
ク
ル
は
、
田
老
仮
設
団
地
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
４
つ
の
自
主
サ
ー
ク
ル
が
形

成
さ
れ
た
。
当
初
、
地
元
出
身
の
支
援
者
に
よ
っ
て
籠
造
り
イ
ベ
ン
ト
が
仮
設
集

会
所
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
参
加
者
に
よ
っ
て
自
主
サ
ー
ク
ル
が
形
成
さ
れ
た
り
、

そ
う
し
た
動
き
に
刺
激
を
受
け
て
新
た
な
活
動
と
し
て
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
に
よ
る
籠

造
り
を
開
始
し
た
自
主
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
。

Group 活動内容 参加者 活動時期 活動地域 活動場所 支援 販売

Gr1 エコクラフト、
手芸 70歳代 2011年11月〜 仮設団地 談話室 × ×

Gr2 エコクラフト 60〜80歳代 2011年11月〜 仮設団地 集会所 ○ ○
（一部）

Gr3 裁縫 60歳代中心 2011年9月〜 仮設団地 集会所→
仮設商店 ○ ○

Gr4 さをり織り 60〜70歳代 2011年11月〜 被災地区 集会所→自宅 ○ ○
（一部）

Gr5 ハンモック製作 50〜70歳代 2012年1月〜 仮設団地 各自宅 ○ ○

Gr6 エコクラフト、
PPバンド籠作り 70〜80歳代 2012年4月〜

2014年11月 仮設団地 集会所 ○ ×

Gr7 さをり織り 70歳代中心 2013年3月〜 仮設団地 仮設商店 ○ ×

Gr8 エコクラフト 70〜80歳代 2014年11月〜 仮設団地 集会所 ○ ×

Gr9 手芸 70〜80歳代 不明 仮設団地 集会所 × ×

Gr10 さをり織り 60〜70歳代 2012年〜 仮設団地 集会所 ○ ○
（一部）

表3　田老地区における女性の手しごとサークル

防災とコミュニティ
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【
支
援
者
と
の
関
わ
り
】

　
女
性
の
自
主
サ
ー
ク
ル
は
、「
支
援
」
が
契
機
と
な
っ
て
活
動
が
開
始
さ
れ
た
場

合
が
多
い
。
し
か
し
支
援
者
と
自
主
サ
ー
ク
ル
と
の
関
わ
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
例
え
ば
、
道
具
や
材
料
を
寄
付
す
る
支
援
の
か
た
ち
も
あ
れ
ば
、
実
際
に
手

し
ご
と
を
指
導
す
る
支
援
の
か
た
ち
も
あ
る
。
ま
た
、
商
品
開
発
や
販
売
、
品
質

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
支
援
者
が
行
い
、
被
災
地
の
女
性
た
ち
は
製
作
過
程
の
み
を
担

う
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
行
う
大
学
関
係
者
（
地
元
住
民
）

が
集
会
所
予
約
や
技
術
的
な
助
言
な
ど
〝
見
守
り
的
〟
支
援
の
場
合
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
外
部
か
ら
直
接
的
な
支
援
者
が
い
な
い
場
合(

Gr
１
や
Gr
９)

で
あ
っ
て

も
、
支
援
物
資
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
手
し
ご
と
を
行

う
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

３　
な
ぜ
手
し
ご
と
な
の
か
？

　
こ
の
よ
う
に
女
性
の
手
し
ご
と
の
場
は
、「
支
援
」
が
契
機
と
な
っ
て
形
成
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
支
援
者
は
な
ぜ
お
針
箱
を
携
え
な
が
ら
被

災
地
支
援
に
乗
り
出
す
の
だ
ろ
う
か
。
支
援
者
側
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
よ
く

語
ら
れ
る
の
が
、
被
災
地
に
お
け
る
女
性
の
経
済
的
支
援
や
雇
用
創
出
な
ど
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
三
陸
に
し
ご
と
を
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
漁
網
を
利
用
し
て
ミ

サ
ン
ガ
を
製
作
・
販
売
し
、
２
０
１
３
年
12
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
約

１
億
２
千
万
円
も
の
収
入
を
得
た
。田
老
地
区
に
お
い
て
も
、ハ
ン
モ
ッ
ク
の
製
作・

販
売
を
通
し
て
被
災
地
支
援
を
行
う
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
地
元
の
方
々

に
少
し
で
も
手
し
ご
と
で
生
産
販
売
を
活
性
化
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
思
い
で

始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
」
と
あ
る
。
一
方
で
、
支
援
者
の
中
に
は
、
経
済
的
な

要
因
だ
け
で
は
な
く
、人
間
の
尊
厳
を
取
り
も
ど
す
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
縫

う
」
こ
と
や
「
編
む
」
こ
と
を
位
置
づ
け
、被
災
地
支
援
に
取
り
組
む
人
々
も
い
る
。

Gr
３
の
支
援
団
体
の
代
表
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
最
初
の
こ
ろ
は
、
本
当
に
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
け
れ
ど
も
、
支
援
の
も
の
が
た

手
芸
：
震
災
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
中
に
は
裁
縫
道
具
を
携
え
て
被
災
地
支

援
に
乗
り
出
す
団
体
も
い
た
。
例
え
ば
、
京
都
の
支
援
者
は
ま
だ
避
難
所
生
活
を

送
っ
て
い
た
頃
か
ら
、
は
さ
み
や
針
、
布
な
ど
を
全
国
か
ら
集
め
て
支
援
物
資
と

し
て
届
け
た
。
ま
た
、
避
難
所
で
エ
プ
ロ
ン
や
帽
子
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
な
ど

を
裁
縫
し
た
り
、ス
リ
ッ
パ
を
編
ん
だ
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
人
々
が
集
会
所
に
集
ま
り
、
主
体
的
に
手
芸
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

手
芸
を
行
う
自
主
サ
ー
ク
ル
は
避
難
所
生
活
で
の
支
援
を
き
っ
か
け
と
し
な
が
ら

も
自
然
発
生
的
に
仮
設
集
会
所
で
形
成
さ
れ
た
。

【
活
動
地
域
・
活
動
場
所
・
活
動
時
期
】

　
Gr
４
を
除
い
た
９
つ
の
自
主
サ
ー
ク
ル
は
仮
設
団
地
内
で
活
動
し
て
い
る
。
そ

の
多
く
が
仮
設
集
会
所
で
の
活
動
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
５
月
、
６
月
以
降
、
避

難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
と
入
居
し
は
じ
め
た
。
支
援
者
や
仮
設
住
宅
入
居
者
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
よ
っ
て
仮
設
団
地
内
に
あ
る
集
会
所
が
徐
々
に
利
用
さ
れ
は

じ
め
、
入
居
者
の
あ
い
だ
で
自
然
発
生
的
に
自
主
サ
ー
ク
ル
が
形
成
さ
れ
た
の
が

秋
以
降
で
あ
る
。
た
だ
し
、
入
居
者
の
間
で
は
、
仮
設
集
会
所
で
販
売
目
的
の
製

作
活
動
は
基
本
的
に
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
、
販
売
品

は
各
自
宅
で
制
作
さ
れ
た
。
中
に
は
活
動
場
所
を
仮
設
商
店
へ
と
移
転
し
、
工
房

兼
販
売
所
を
構
え
た
自
主
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
。

　
ま
た
、
被
災
地
区
に
形
成
さ
れ
た
Gr
４
は
、
被
災
地
区
で
浸
水
し
た
集
会
所
で

活
動
し
て
い
た
が
、
復
興
工
事
で
取
り
壊
す
こ
と
に
な
り
、
現
在
で
は
メ
ン
バ
ー

宅
の
離
れ
が
活
動
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動
場
所
も
浸
水
し
た
が
、
震
災

後
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、「
工
房
」
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。

【
参
加
者
】

　
集
ま
り
に
参
加
す
る
女
性
た
ち
の
多
く
は
60
才
代
か
ら
80
才
代
の
女
性
た
ち
で

あ
り
、
70
才
代
が
参
加
メ
ン
バ
ー
の
約
半
数
を
占
め
る
。
そ
の
た
め
、
就
労
し
て

い
る
者
は
少
な
く
、
平
日
の
日
中
に
自
主
サ
ー
ク
ル
の
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
。

田老におけるコミュニティのつながり
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か
ら
田
老
地
区
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
Ｓ
さ
ん
は
、
は
じ
め
て
田
老
地
区
で

さ
を
り
織
り
を
教
え
た
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
は
じ
め
て
行
っ
て
帰
る
時
に
、
涙
ぐ
ん
で
る
人
が
い
て
、
私
東
京
出
身
だ
か
ら

言
葉
が
き
つ
い
の
で
、
き
つ
い
こ
と
を
言
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、（
そ
の
人
が
）

今
日
一
日
津
波
の
こ
と
を
思
い
出
さ
な
か
っ
た
と
い
う
の
。
夢
中
に
な
っ
て
て
ね
。

そ
れ
で
私
も
逆
に
感
激
と
い
う
か
、
び
っ
く
り
し
て
ね
」

　
以
上
の
よ
う
な
語
り
か
ら
、
次
の
２
つ
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　
第
１
に
、
手
し
ご
と
を
す
る
こ
と
で
、
震
災
に
よ
る
悲
し
み
や
辛
さ
を
忘
れ
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
、
手
し
ご
と
に
よ
っ
て
津
波
の
辛
い
体
験
を
完
全

に
忘
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
家
族
を
失
っ
た
遺
族
に
と
っ
て
、
震

災
か
ら
何
年
経
と
う
と
震
災
で
負
っ
た
傷
は
決
し
て
癒
え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
会
所
に
集
い
、
一
緒
に
手
し
ご
と
を
す
る
こ

と
で
、
震
災
に
よ
る
辛
い
体
験
を
一
瞬
で
も
忘
れ
る
時
間
が
で
き
た
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
「
忘
却
」
の
時
間
は
つ
ら
い
経
験
を
抱
え
る
被
災
者
に
と
っ
て
、
涙
し

て
し
ま
う
ほ
ど
、
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
や
作
品
の
出
来
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
第
２
に
、
手
し
ご
と
の
時
間
の
笑
い
や
楽
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
の
重
要
性
で

あ
る
。
Ａ
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
女
性
た
ち
が
集
会
所
に
集
ま
り
、
夢
中
に
な
っ

て
手
し
ご
と
を
行
う
こ
と
で
、
笑
い
と
楽
し
み
を
共
有
で
き
る
場
が
生
成
さ
れ
る
。

単
に
黙
々
と
作
品
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
時
間
の
共
有
で
は
な
く
、
女
性
た
ち
が

手
し
ご
と
を
す
る
中
で
生
ま
れ
る
笑
い
や
楽
し
み
の
共
有
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

【「
お
礼
」
と
し
て
の
手
し
ご
と
】

　
Ａ
さ
ん
に
よ
る
と
、支
援
の
「
お
礼
」
と
し
て
も
の
づ
く
り
と
い
う
要
素
も
あ
る
。

Ａ
さ
ん
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
取
っ
手
を
つ
け
る
よ
う
な
も
の
の
作
り
方
を
覚
え
て
か
ら
、
今
度
は
震
災
の
と

く
さ
ん
来
る
と
、
体
に
合
わ
な
い
も
の
も
あ
る
し
、
裾
が
長
い
と
ね
、
ガ
ム
テ
ー

プ
で
留
め
て
い
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
の
っ
て
み
す
ぼ
ら
し
い
気
持
ち
に
も
な
る

し
。
な
ん
だ
ろ
う
な
。（
例
え
ば
、）
実
は
お
弁
当
に
は
防
腐
剤
が
い
っ
ぱ
い
入
っ

て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
っ
て
、
最
初
の
こ
ろ
は
う
れ
し

い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
人
間
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
好
き
な
素
材
で
、

好
き
な
味
付
け
で
、
で
き
た
ら
自
分
の
気
に
入
っ
た
食
器
で
食
べ
た
い
っ
て
い
う

の
は（
あ
る
と
思
い
ま
す
）。
生
き
る
の
に
必
死
で
、何
日
間
と
か
最
初
は
そ
う
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。（
で
も
）
そ
の
う
ち
に
や
っ
ぱ
り
、
そ
れ
が
あ
っ
て
人
間
っ
て
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
送
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
何
か
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
が
縫
う
こ
と
も
そ
う
だ

と
い
う
ふ
う
に
、
本
当
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
こ
の
よ
う
に
女
性
た
ち
の
手
し
ご
と
の
自
主
サ
ー
ク
ル
が
形
成
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
支
援
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
被
災
地
で
手
し
ご
と
を
す
る
女
性
た
ち
に
つ
い
て
、
雇
用
の
場
の
提
供
や

経
済
的
自
立
の
支
援
だ
け
で
は
な
い
文
脈
で
の
理
解
も
必
要
だ
と
い
え
る
。
で
は
、

な
ぜ
被
災
し
た
女
性
に
と
っ
て
手
し
ご
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
手
し
ご
と
に
よ
る
忘
却
と
共
有
】

　
Gr
２
の
結
成
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
Ａ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
震
災
後
、や
っ
ぱ
り
何
か
夢
中
に
な
る
も
の
が
な
い
と
、た
だ
引
き
こ
も
っ
ち
ゃ

う
と
大
変
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
集
会
所
に
み
ん
な
が
出
て
く
る
よ
う
な
も
の
は

何
か
な
と
思
っ
て
、
結
局
は
た
ま
た
ま
こ
の
手
し
ご
と
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
家
の
中
に
ば
っ
か
り
い
れ
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
人
た
ち
が
結
構
い
た
り

と
か
で
、
自
分
自
身
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
何
か
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
る
部
分
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
集
会
所
に
出
て
、み
ん
な
で
や
っ

て
い
れ
ば
、
笑
っ
た
り
と
か
、
少
し
で
も
忘
れ
ら
れ
る
と
き
も
あ
る
」

　
ま
た
、
さ
を
り
織
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
田
老
地
区
へ
２
０
１
１
年
11
月

防災とコミュニティ
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工
し
、
被
災
者
は
仮
設
住
宅
へ
と
移
転
し
は
じ
め
た
。
す
る
と
、
仮
設
団
地
に
併

設
さ
れ
て
い
る
集
会
所
や
談
話
室
で
は
、
多
く
の
支
援
者
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
た
り
、
仮
設
団
地
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う

し
て
被
災
地
に
多
く
の
人
が
支
援
に
入
る
中
で
、
仮
設
集
会
所
に
お
い
て
自
然
発

生
的
に
Gr
３
が
形
成
さ
れ
た
。
現
在
は
、
仮
設
商
店
街
に
制
作
場
所
と
販
売
所
を

兼
ね
備
え
た
「
工
房
」
を
設
け
て
活
動
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
か
ら
、
Gr
３
の
結
成
に
つ
い
て
、
次
の
３
点
に
焦
点
を
当
て

て
考
え
て
み
た
い
。
第
１
に
、
支
援
者
と
い
う
「
人
」
で
あ
る
。
避
難
所
に
い
る

頃
、
支
援
者
で
あ
る
Ｔ
さ
ん
が
女
性
た
ち
の
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
彼
女

は
避
難
所
の
一
角
や
集
会
所
に
お
い
て
、
裁
縫
や
編
み
物
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
彼
女
は
新
た
に
京
都
の
染
色
家
で
あ
る
Ｙ
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
。
メ

ン
バ
ー
た
ち
は
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
し
て
く
れ
る
人
が
き
た
け
れ
ど
も
、

自
分
た
ち
は
こ
の
２
人
の
支
援
者
の
お
か
げ
で
活
動
し
て
い
る
と
語
る
。

　
第
２
に
、
支
援
物
資
と
い
う
「
モ
ノ
」
で
あ
る
。
支
援
者
ら
は
自
ら
の
ブ
ロ
グ

や
ち
ら
し
な
ど
で
針
や
は
さ
み
、
布
な
ど
の
寄
付
を
呼
び
か
け
、
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
支
援
物
資
を
届
け
た
。
Gr
３
の
女
性
た
ち
は
今
で
も
支
援
物
資
と
し
て
届

い
た
道
具
を
使
い
、「
道
具
が
な
け
れ
ば
こ
う
し
た
活
動
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
」

と
道
具
の
重
要
性
を
語
る
。

　
第
３
に
、
避
難
所
で
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
や
仮
設
集
会
所
と
い
う
「
場
所
」
で

あ
る
。
集
会
所
や
談
話
室
の
利
用
者
は
、
と
り
わ
け
女
性
の
利
用
者
が
多
く
、
現

在
で
も
集
会
所
は
「
女
性
が
集
ま
る
場
所
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Gr

３
に
は
大
量
に
送
ら
れ
る
布
や
衣
服
な
ど
の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
活
動
場
所
と
し
て
も
物
資
の
保
管
場
所
と
し
て
も
集
会
所
は
重
要
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
支
援
が
被
災
地
の
女
性
た
ち
の
自
主
サ
ー
ク
ル
の
形
成
を
促
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
支
援
が
女
性
た
ち
の
自
主
サ
ー

ク
ル
の
形
成
や
彼
女
た
ち
の
実
践
を
刺
激
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
Ｂ
さ
ん
は
、
支
援
者
に
つ
い
て
、「
先
生
が
み
ん
な
が
喜
ぶ
よ

う
な
身
近
な
も
の
で
支
援
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
人
が
飛
び
つ
い
て
い

ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
」
と
語
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
単
な
る
支
援
で
は
な
く
、

女
性
た
ち
が
「
身
近
な
も
の
」
と
感
じ
る
支
援
の
あ
り
方
が
息
の
長
い
女
性
の
主

き
に
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
お
礼
の
つ
も
り
で
作
っ
て
、
送
っ
た
り
し
て
い

る
。こ
こ
３
年
は
ほ
と
ん
ど
が（
お
礼
と
し
て
）あ
げ
て
い
る
。親
戚
と
か
身
内
と
か
、

震
災
で
お
世
話
に
な
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
お
礼
と
し
て
、
お
使
い
も
の
と
し

て
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
手
づ
く
り
で
送
る
と
や
っ
ぱ
り
喜

ば
れ
て
、
お
手
紙
が
来
た
り
す
る
と
、
余
計
ま
た
喜
ん
で
（
笑
）」

　
こ
の
よ
う
に
、
震
災
後
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
受
け
た
支
援
の
「
お
礼
」

と
し
て
自
分
た
ち
が
作
っ
た
籠
を
送
っ
た
。
震
災
時
、
お
見
舞
い
金
を
い
た
だ
く

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
支
援
し
て
く
れ
た
人
々
に
「
お
礼
」
と
し
て
も
の
づ

く
り
は
現
在
で
も
続
く
。
例
え
ば
、
支
援
者
が
開
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
お
礼
と
し
て
約
１
千
個
も
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
、
来
場
者
全
員
に
配
っ
た

り
す
る
。

４　
手
し
ご
と
自
主
サ
ー
ク
ル
と
支
援
者
と
の
か
か
わ
り

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
手
し
ご
と
を
行
う
自
主
サ
ー
ク
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
、
支
援

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
活
動
を
開
始
し
た
。
支
援
者
と
の
関
わ
り
方
は
多
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
、自
主
サ
ー
ク
ル
結
成
の
経
緯
も
多
様
で
あ
る
と
い
え
る
。こ
こ
で
は
、

グ
ル
ー
プ
３
を
事
例
に
、
自
主
サ
ー
ク
ル
と
支
援
と
の
か
か
わ
り
を
述
べ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
３
（
以
下
Gr
３
）
は
、
和
布
を
使
っ
た
ポ
ー
チ
や
か
ば
ん
な
ど
着
物

や
帯
の
リ
メ
イ
ク
商
品
を
制
作
・
販
売
し
て
い
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

Gr
３
は
結
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
田
老
地
区
で
は
、震
災
直
後
の
４
月
１
日
以
降
、９
か
所
の
避
難
所
か
ら
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ（
以
下
Ｇ
Ｐ
）の
１
か
所
に
避
難
所
が
集
約
さ
れ
、大
勢
の
人
々

が
避
難
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
避
難
所
に
は
多
く
の
支
援
者
が

入
り
、
多
く
の
物
資
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
あ
る
女
性
住
民
の
仲

介
で
、
新
里
地
区
か
ら
Ｔ
さ
ん
が
避
難
所
に
針
や
裁
ち
は
さ
み
、
布
な
ど
を
支
援

物
資
と
し
て
持
ち
、
帽
子
や
小
物
な
ど
裁
縫
・
編
み
物
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
た
。
避
難
所
に
は
支
援
物
資
で
あ
る
ミ
シ
ン
や
裁
縫
道
具
な
ど
が
置
か

れ
た
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
５
月
中
旬
以
降
、
仮
設
団
地
が
竣

田老におけるコミュニティのつながり
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て
い
っ
た
。
集
会
所
は
、
多
く
の
人
々
が
集
う
場
所
と
な
っ
た
。
Gr
３
の
女
性
た

ち
は
、
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、「
あ
の
頃
が
一
番
楽
し
か
っ
た
」「
毎
日
の
よ

う
に
集
会
所
に
通
っ
た
」
と
語
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
手
し
ご
と
を
す
る
女
性
た

ち
に
と
っ
て
、
集
会
所
の
使
用
を
巡
っ
て
次
の
２
つ
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
。

　
第
１
に
、
集
団
間
の
境
界
性
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
集
団
間
に
摩
擦
が
生

じ
る
に
な
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
２
０
１
１
年
秋
以
降
、
女
性
た
ち
は
「
○

○
の
会
」
と
い
う
よ
う
に
団
体
名
を
つ
け
、
集
会
所
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
、仮
設
団
地
内
に
あ
る
集
会
所
に
は
、社
協
の
生
活
支
援
員
が
常
駐
し
て
い
た
。

集
会
所
を
利
用
す
る
た
め
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
あ
る
し
、
利
用
後
は
利
用

書
に
名
前
な
ど
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
手
続
き
は
、
高
齢
な
利

用
者
に
と
っ
て
時
と
し
て
面
倒
な
も
の
と
な
る
。
例
え
ば
、
20
人
が
メ
ン
バ
ー
で

あ
れ
ば
、
集
会
所
を
利
用
す
る
際
に
は
、
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
を
記
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
頻
繁
に
集
会
所
を
利
用
す
る
自
主
サ
ー
ク

ル
に
は
、
社
協
ス
タ
ッ
フ
か
ら
利
用
書
の
記
入
を
簡
潔
に
す
る
た
め
団
体
名
を
つ

け
る
よ
う
に
と
提
案
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
団
体
名
を
つ
け
る
こ
と
で
、

団
体
名
の
み
の
記
載
で
済
む
し
、
優
先
的
に
集
会
所
が
利
用
で
き
る
と
の
説
明
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　
仮
設
集
会
所
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
一
方
で
、
グ
ル
ー
プ
間
の
境
界
線
が
明

確
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
例
え
ば
、
当
初
、
田
老
１
仮
設
団
地
で
は
、
複
数
の

「
集
ま
り
」
が
仮
設
集
会
所
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
も
、
い
く
つ
か
の
自
主
サ
ー

ク
ル
が
週
の
ほ
と
ん
ど
を
活
動
日
に
あ
て
て
活
動
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仮
設
団

地
に
お
い
て
集
団
で
活
動
で
き
る
場
所
は
仮
設
集
会
所
に
限
ら
れ
て
い
る
。「
場
所
」

を
確
保
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
手
し
ご
と
を
実
践
す
る
女
性
た
ち
に
と
っ
て

致
命
的
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
集
会
所
の
利
用
を
巡
っ
て

女
性
た
ち
は
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
ま
り
が
名
称
を

つ
け
活
動
す
る
こ
と
で
、
集
会
所
を
巡
っ
て
グ
ル
ー
プ
間
で
摩
擦
が
生
じ
た
。
例

え
ば
、
あ
る
人
は
、
集
会
所
を
借
り
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
他
の
自
主
サ
ー
ク
ル
メ

ン
バ
ー
か
ら
「
文
句
を
言
わ
れ
た
の
」
と
語
る
。
こ
の
よ
う
に
、複
数
の
自
主
サ
ー

ク
ル
が
形
成
さ
れ
た
仮
設
団
地
で
は
、
集
会
所
を
巡
っ
て
女
性
た
ち
の
間
で
齟
齬

が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

体
的
な
実
践
を
生
む
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
た
ち
に
と
っ
て
の
「
身
近
な
」
も
の

と
は
、
震
災
前
か
ら
の
日
常
的
な
営
み
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Gr

３
に
は
、
和
裁
を
し
て
い
た
人
や
野
染
め
を
し
て
い
た
人
、
手
し
ご
と
に
興
味
が

あ
っ
た
人
な
ど
が
集
い
、
手
し
ご
と
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
Gr
１
の
メ
ン
バ
ー

は
、も
と
も
と
レ
ー
ス
編
み
や
編
み
物
が
好
き
だ
っ
た
女
性
た
ち
で
あ
る
。さ
ら
に
、

Gr
５
で
は
、
夫
の
漁
網
の
修
理
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
女
性
た
ち
が
手
馴
れ
た
様

子
で
ベ
ビ
ー
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
編
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
常
的
に
手
し
ご
と
を
し

て
い
た
女
性
は
、
震
災
に
よ
っ
て
新
た
な
か
た
ち
で
手
し
ご
と
を
実
践
し
て
い
る
。

震
災
前
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
手
し
ご
と
と
い
う
行
為
や
モ
ノ
な
ど
が
い
か
に

身
近
で
あ
っ
た
か
が
、
震
災
後
に
変
容
や
差
異
を
伴
い
な
が
ら
も
、
彼
女
ら
を
再

び
手
し
ご
と
と
い
う
実
践
へ
と
誘
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
震
災
前
ま
で
手
し
ご
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
Ｃ

さ
ん
は「
こ
う
い
う
こ
と（
手
し
ご
と
）を
や
り
た
か
っ
た
け
ど
、や
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
語
る
。
避
難
所
で
の
支
援
者
に
よ
る
手
し
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
す
る
過
程
で
、
彼
女
に
と
っ
て
の
「
日
常
」
は
、
就
労
で
は
な
く
、
憧
れ
で
あ
っ

た
手
し
ご
と
を
す
る
「
日
常
」
と
変
化
し
た
。
ま
た
、
Ａ
さ
ん
は
、
震
災
後
に
支

援
者
が
来
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
し
ご
と
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
狭
い
仮
設

住
宅
で
比
較
的
場
所
を
取
ら
ず
に
取
り
組
め
る
こ
と
、
低
コ
ス
ト
で
楽
し
め
る
こ

と
な
ど
の
理
由
で
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
に
よ
る
籠
造
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
と
語
る
。

こ
の
よ
う
に
女
性
た
ち
は
主
体
的
に
選
択
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
長
期
的
な
仮
設
住
宅
で
の
日
常
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
手
し
ご
と

を
実
践
す
る
女
性
た
ち
の
姿
は
、
時
に
変
容
や
差
異
を
伴
い
な
が
ら
、
震
災
に
よ

る
日
常
性
の
変
化
に
対
し
て
主
体
的
な
選
択
や
決
定
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

５　
仮
設
集
会
所
で
の
実
践

　
２
０
１
１
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
被
災
し
た
住
民
は
、
Ｇ
Ｐ
な
ど
の
避

難
所
か
ら
仮
設
団
地
へ
と
徐
々
に
移
動
し
た
。
す
る
と
、
仮
設
団
地
内
で
の
集
会

所
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
住
民
の
会
合
の
場
に
な
っ

防災とコミュニティ
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な
立
場
や
視
点
が
存
在
す
る
世
界
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
女
性
た
ち
の
手

し
ご
と
と
い
う
実
践
は
、地
域
社
会
、さ
ら
に
は
被
災
地
の
外
へ
の
認
識
が
広
が
り
、

多
様
な
関
係
性
を
構
築
す
る
過
程
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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０
１
１
年
10
月

⑶
宮
古
市
：
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
推
進
計
画　
２
０
１
２
年
３
月

⑷
宮
古
市
：
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画　
２
０
１
２
年　

　

３
月

⑸
岩
手
県
：
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
基
本
方
針　
２
０
１
１
年　

　

４
月

⑹
岩
手
県
：
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画　
２
０
１
１
年
８
月

⑺
岩
手
県
：
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
復
興
実
施
計
画
（
第
１
期
）

　

２
０
１
１
年
８
月

⑻
岩
手
県
：
社
会
資
本
の
復
旧
・
復
興
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ　
２
０
１
３
年
４
月

⑼
岩
手
県
：
津
波
伝
承
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
２
０
１
２
年
９
月

⑽
岩
手
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
：
ふ
る
さ
と
景
観
再
生
の
手
引
き
～
岩
手
県

　
沿
岸
地
域
復
興
に
向
け
た
景
観
形
成
の
基
本
的
考
え
方
～　
２
０
１
２
年
９
月

⑾
南　
正
昭
、
添
田
文
子
、
平
井　
寛
、「
壊
滅
的
被
災
下
に
お
け
る
住
民
主
体

　
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
支
援
に
関
す
る
実
践
的
研
究
」『
土
木
学
会
論
文

　
集
Ｆ
５
、
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．70
、
Ｎ
Ｏ
．２
』、
46
～
55
頁　
２
０
１
４
年

⑿
佐
藤
悦
子
、
南　
正
昭
、
添
田
文
子
「
被
災
地
で
手
し
ご
と
を
実
践
す
る
女
た

　
ち
―
宮
古
市
田
老
地
区
を
事
例
に
―
」『
日
本
災
害
復
興
学
会
論
文
集
８
』
１
～

　
12
頁　
２
０
１
６
年

　

第
２
に
、
集
会
所
利
用
に
関
す
る
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
販
売
目
的
の
も

の
づ
く
り
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
Gr
３
で
は
、

２
０
１
１
年
８
月
頃
よ
り
仮
設
商
店
街
で
の
テ
ン
ト
販
売
や
支
援
者
を
通
し
て
の

ネ
ッ
ト
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
仮
設
集
会
所
で
制
作
し
た
作
品
は
販
売

し
て
は
な
ら
な
い
と
社
協
ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
摘
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

集
会
所
と
い
う
公
共
性
の
あ
る
施
設
に
お
い
て
、
私
的
な
利
益
を
得
る
行
為
は
許

可
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
自
主
サ
ー
ク
ル
の
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
他
の
被
災
者
に
も
利
益
な

ど
を
還
元
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
Gr
３
の
場
合
、
材

料
と
し
て
使
用
す
る
和
布
は
着
物
の
状
態
で
来
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
着
物

を
、
彼
女
ら
は
集
会
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
高
齢
者
や
縫
う
こ
と
が

で
き
な
い
高
齢
女
性
に
解
く
作
業
を
数
百
円
で
請
け
負
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
、
手
し
ご
と
を
す
る
女
性
た
ち
の
実
践
は
孤
立
し
が
ち
な
仮
設
住
宅
の

住
民
を
も
手
し
ご
と
の
場
に
巻
き
込
む
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
と
い
え

る
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
た
ち
に
よ
る
手
し
ご
と
の
場
は
支
援
を
契
機
に
生
成
さ
れ

た
が
、
彼
女
た
ち
の
実
践
は
支
援
を
受
け
る
だ
け
の
活
動
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
、
女
性
た
ち
の
実
践
は
他
の
住
民
を
も
巻
き
込
む
よ
う
な
か
た
ち
で

主
体
的
な
動
き
へ
と
広
が
り
を
見
せ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
実
践
す
る
中
で
他
の
集
団
と
の
間
に
葛
藤
や
対

立
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
仮
設
自
治
会
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織

が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
に
よ
る
外
の
世

界
に
広
が
る
実
践
が
自
粛
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
公
共
的
な
施
設
で
あ

る
集
会
所
で
は
、
販
売
目
的
の
商
品
は
製
作
で
き
な
い
と
の
風
潮
が
広
が
る
こ
と

で
、
女
性
た
ち
の
実
践
が
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
を
外
か
ら
の
介
入
が
女
性
た
ち
の
主
体
的
な
実
践
の
障
壁
に
な
っ
た
と
い
う
理

解
は
適
切
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
外
の
世
界
が
さ
ま
ざ
ま

田老におけるコミュニティのつながり



　
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録

　
　
　
　
　
　
第
２
巻
（
上
）
復
興･

防
災
編

　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
） 

三
月
三
十
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
編
集
　
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
発
行
　
宮
古
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
古
市
新
川
町
二
番
一
号

　
　
　
　
　
　
印
刷
　
株
式
会
社 

文
化
印
刷
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